
 

 

 

 

 

 

１  アーキビジョン 21の事業について 

聞き手 A 御社の理念と事業内容について、ご説明くだ

さい。 

アーキビジョン 21 当社は、｢人に社会に自然にやさし

い家づくり｣を理念として、創業以来一貫してエコロジー

建築を追求してきました。木材は、永久に枯渇しない再

生可能資源と言われていますが、森林の再生には、早く

とも５０～６０年、場合によっては１００年くらいかか

ります。持続可能な再生産を可能とするためには、住宅

の寿命は少なくとも１００年くらいは必要だと考えてい

て、当社は、３００年もつ建物を作るという目標設定を

し、そのための技術を完成させました。そして、その建物

が３００年間利用されるかどうかは別の話なので、家を

建て替えなくとも住み替えをして利用され続けるように、

家を移動させる技術を開発しました。これが「ＭＯＤＵ

ＬＯ」（モデューロ）という商品です。モデューロは、３

００年もつという構造体の技術と、家を移動させるとい

う技術の組み合わせで、住宅を建てて３０年使った後に、

子供さん、孫の世代に建物を受け継いでもらって、建物

を移動させることによってライフスタイルの変化に対応

していこうという、そういう技術ですね。 

聞き手 A モデューロの事業について、詳しく教えてく

ださい。 

アーキビジョン 21 モデューロは、遮音効果を有すると

ともに施工期間が短く、間仕切りの変更等を容易に行う

ことができる高品質の木造建築物を提供することを目的

とした木造建築物の工法で、特許を取得しています（特

許第 4386885 号）。工場で製造した木造ユニット住宅・

施設を現場に輸送して、短期間で施工する技術です。そ

れを発展させて、輸送効率をさらに上げるために、輸送

技術を加味した「ＳＭＡＲＴ ＭＯＤＵＬＯ」（スマート

モデューロ）を５年ほど前に開発しました。スマートモ

デューロは、コンテナ規格サイズの木造住宅で、トレー

ラーにより移動させ、設置することが可能なムービング

ハウスです。激甚災害が発生した際の仮設住宅としても

利用可能です。実際に、西日本豪雨災害や北海道胆振東

部地震の被災者のための仮設住宅として利用されていま

す。 

２  知財キャラバンの支援を受けた感想 

聞き手 A 知財キャラバンに申込みをした理由を教えて

ください。 

アーキビジョン 21 当社は、大型木造を作る技術や、モ

デューロ・スマートモデューロの技術を、幅広く世に役

立てていただくために、この技術を利用することを希望

する企業に、低廉なライセンス料でライセンスを与える

形で、技術を開放しています（これまでに４件の特許出

願を行っています。）。しかし、その技術を十分な形で守

り、ライセンシーとなる企業との間でトラブルが起きな

いようにするためには、これまでの取り組みでは不十分

だと感じていました。そこで、今回、知財キャラバンに申

し込みました。 

聞き手 A 知財キャラバンでは、どのような支援がされ

ましたか。 

アーキビジョン 21 まずは、原状のライセンス契約書を

見ていただき、当社の目指すビジネスのあり方と照らし

合わせて、不十分な点を指摘していただきました。支援

弁理士には、当社のビジネスを深く理解していただいた

上でアドバイスをいただいたので、大変参考になりまし

た。また、当社の技術の位置付けを明確にし、当社が提供

する技術が他社の特許権などを侵害していないかどうか

を確認するために、周辺技術の特許調査をしていただき

ました。 

 

３  知財キャラバン支援の成果について 

聞き手 A 知財キャラバンを受けて、どのような成果が

あったと感じていますか。 

アーキビジョン 21 まずは、自信を持ってライセンスビ

ジネスを行うことができるようになったということがあ

げられますね。将来のリスクの低減に繋げられたことが

１つの大きな成果です。また、知財での保護を確実にす

るために、不足している登録商標に関するアドバイスや、

今後の特許権・意匠権取得に関するアドバイスをしてい

ただいていて、実際に追加の手続も行っていただいてい

ます。 
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―― ビジネスを理解した上でのアドバイスにより 

自社技術の位置付け、強みが明確に ―― 

【事業内容】 

木造戸建住宅、木造大型建築物、移動式木造

住宅（スマートモデューロ）の建築、提供 

https://www.archi21.co.jp/ 



聞き手 A 周辺技術の調査に関しては、いかがですか。 

アーキビジョン 21 周辺技術の調査を通じて、当社の技

術の価値付けというか、位置付けを明確にすることがで

きたのが収穫です。自社だけでは、こうした視点は得ら

れませんでした。他社にない当社独自の強みを、根拠を

持って説明することができるようになりましたので、そ

れによって、契約を獲得した事例もありました。 

 

４  弁理士に期待すること 

聞き手 A 今後、弁理士にはどのようなことを期待しま

すか。 

アーキビジョン 21 我々のような企業は、物を作って販

売することには経験はありますが、知財そのものをライ

センスとして販売していくことには全く経験がありませ

ん。そういったビジネスを展開する前に、知財管理の手

法や、懸念されるリスクの回避方法に関するアドバイス

は必要不可欠であると思います。単に技術だけでなく、

ビジネスも深く理解した上でのアドバイスをいただきた

いと思っており、今回の知財キャラバンの支援は、その

ような当社のニーズに合致したものでした。 

社長と建設中の「スマートモデューロ」 
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